
令和６年１２月６日

宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係

国営事業と情報通信環境整備事業の組み合わせにより、
持続可能な農業・地域社会の礎を築く
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大分県 宇佐市 について

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）
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私はどんな人？

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）
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本日のセミナー概要

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter１ 基本情報・経緯

Chapter２ 地域計画

Chapter３ 情報通信環境整備対策

Chapter４ 自治体DX

Chapter５ 今後の展望



農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter１ 基本情報・経緯
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人・農地プラン策定数 ８２プラン

人・農地プラン関係集落数（行政区） ２６０集落

中山間直接支払取組集落 １３０集落

地域特性 平野部・中山間地域混在

農業形態 土地利用型農業主体、一部園芸作物等あり

地域計画推進体制 通常業務として関連のある部署が一体的に推進体制を構築

使用する地図システム 水土里情報システム

中間管理の契約（年） １，８２６筆（令和５年度）

再生協議会営農計画書提出率 ９６．０３％（令和５年度）

集積率（特定農作業受委託含む） ７１．３％（令和５年度）

1-1 宇佐市の農業分野の基本情報

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



1-2 宇佐市 農政課 国営事業営農対策係の守備範囲

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

〇 ２０年後の宇佐市農業のあるべき姿を描く
〇 今後の宇佐市の農業分野における振興方針を明確化
〇 国・県の各種計画等とも整合性を図りながら整理
〇 令和４年１１月に策定

〇 国営かんがい排水事業地区「駅館川地区」の推進
〇 駅館川地域営農振興計画の策定及び進行管理
〇 地域計画の策定
〇 情報通信環境整備対策

宇佐市 農政課 国営事業営農対策係

本来の守備範囲

守備範囲として追加

〇 国営かんがい排水事業「駅館川地区」実施の可否を問うために令和元年度から国が実施
〇 令和６年度から全体実施設計に移行
〇 受益の調査・作付作物の調査・整備計画・営農計画・農地の集積計画・環境配慮計画等を策定
〇 事業としての費用対効果等を総合的に整理
〇 次世代型水管理システムの導入（情報通信インフラ整備は含まない）

国営かんがい排水事業地区調査「駅館川地区」

〇 地域における10年後の営農のあるべき姿を見える化
〇 担い手・農地の選別
〇 集落での座談会を開催し、目標地図を作成
〇 地域課題の明確化

地域計画（人・農地プラン）

〇 情報通信環境整備計画の策定
〇 国営事業に合わせて次世代型水管理システムの実装
〇 スマート農業推進等のための情報通信インフラの整備
〇 エンドユーザーの要望調査（ワークショップ等）

情報通信環境整備対策駅館川地域営農振興計画
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農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter２ 地域計画
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2-1 地域計画の推進（宇佐市地域計画推進マニュアル）
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1. 地域計画の着実な策定
2. 関係者の共通認識醸成
3. 自治体における農政分野の人材育成
4. 農業者・農業現場での課題掘り起こし
5. 他の自治体との課題共有

マニュアル化の目的

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



2-2 地域計画の協議の場 （写真）

10農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



2-3 地域計画の目標地図

11農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter３ 情報通信環境整備対策
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3-1 情報通信環境整備対策の進捗状況 ①

令和５年度実施内容

富士通Japanに委託して実施
１．現状調査

① 計画区域内（宇佐市全域）の情報通信環境の現状と課題
② 計画区域内（ 〃 ）の情報通信環境の導入ニーズの把握
（農業者向けワークショップ、市民向けワークショップ、職員向けワークショップ）

２．施設整備計画の内容精査
① 情報通信環境整備のための体制整備
② 通信方式及び通信ネットワークの検討
（現地調査、通信方式・ネットワークの検討、試行調査の構成案提示）

３．農業分野の課題解決に向けたアクションプラン（案）作成
① アクションプランに向けた課題整理
② 課題解決案の検討
③ アクションプラン（案）

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



3-2 農業者・市民・職員を対象とした３種類のワークショップを開催

1414農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



3-3 ワークショップから抽出されたアイディア（一部）

1515農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）
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3-4 情報通信環境整備対策の進捗状況 ②

令和６年度実施内容

〇 情報通信環境整備計画として国に求められているもの
１．試行調査の実施及び取り纏め（LPWA・Wi-Fi halow）
２．施設の仕様及び配置計画の検討
３．整備、運用方式の検討
４．概算事業費算定
５．関係機関等との協議事項（国・県・土地改良区等）
６．事業実施計画図

〇 宇佐市独自に取り組むもの
１．ビジョンマップの作成（R5年度ワークショップ）
２．情報化推進委員会 専門部会やプロジェクトチームとの連携
３．宇佐市ICTビジョン等に対する助言（情報通信環境整備計画を反映）
４．宇佐土地改良区がJ:COMと実施する流量測定の反映

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）
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3-5 試行調査の実施（山ノ口・寒水）

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



3-6 ワークショップをベースとしたビジョンマップの作成

18農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



3-7 水位計の設置 → 流量測定へ（大分ケーブルテレコム株式会社）

19農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter４ 自治体DX
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何で農政がやってるの？

4-1 宇佐市がDXを農政部門主導で進められた要因（組織としてのインセンティブ）

１．自治体ＤX推進計画（令和７年度）の策定を求められている現状。

２．国営かんがい排水事業「駅館川地区」の推進という宇佐市としての大義名分の存在。

３．国営事業実施における次世代型水利システムの構築を目指すため準備会に加入。

４．情報インフラ整備の目的・課題・手段等が明確に。

５．ランニングコストやＤXも含む幅広い視野を獲得。

６．宇佐市情報化推進委員会を中心としたDX推進体制の構築。

上層部をどうやってだましたの？

農政分野が主導して進めることは

現実的ではない

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6） 21
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4-2 DX推進のための３つの柱

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）
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4-3 ３つの柱の関係性

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



4-4 今後の取組について

24農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



4-5 宇佐市自治体ＤXの推進（組織）

25農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

宇佐市情報化推進委員会

目的：総合的な情報化の整備を円滑に推進し、効率的な
 行政運営の確立及び市民サービスの向上を図る。

宇佐市情報化推進委員会 専門部会

目的：業務改善及びＩＣＴ等の導入により現状の課題解決や、
広く市民サービス向上を図るための協議の場

① 総括級以下で構成
② 実務者として、業務改善・情報化推進を検討
③ 既存の市民サービスのICT化等による利便性向上の検討
④ ICT化等による新たな市民サービスの創出

① 副市長が委員長、市の部長級で構成
② 情報通信環境整備計画の承認
③ 下部組織として専門部会を新設

新設

既存

連携

設置
計画
提案

計画
承認

情報通信環境整備計画策定委員会

目的：次世代型農業水利システム構築・スマート農業実装のため
 情報通信環境整備計画の策定

① 農政・耕地・総合政策（情報関連）部門で構成
② 宇佐市DXアドバイザー（KIAI）の参画
③ 計画策定委託業務の進行管理、客観的・合理性の担保
④ 各作業部会との連携
⑤ 情報通信環境整備計画（案）を委員会へ提案



4-6 宇佐市自治体ＤXの推進（計画）

26農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

令和２～7年度



4-7 宇佐市情報通信環境整備対策推進（DX推進含む）体制

27農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



4-8 今後のスケジュール

28農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



4-9 Purpose Carving （8/19）の様子

29農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



4-10 BPR研修 （8/26）の様子

30農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）

Chapter５ 今後の展望
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5-1 令和７年度 予算編成（宇佐市）①

32

実施計画

当初予算編成

スケジュール
７月 作成開始（担当課）

提出（企画部門）
９月 ヒアリング（企画・財政）
10月 翌年度実施事業の判定

11月 作成開始
※実施計画の判定結果を踏まえる

判定結果は・・・

農政課 国営事業営農対策係として
情報通信環境整備に着手するため令和７年当初は１千万円
（国庫1/2）で計画

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6）



5-2 宇佐市情報通信環境整備計画

宇佐市情報通信環境整備計画（イメージ）

① 「計画策定」は平面的な計画としない。
② 実施時期は明確にしない。
③ 様々な状況の変化に対応できる計画を目指す。

〇 自治体における「計画策定」と「計画実施」の関係

計画策定 計画実施

１．自治体としてどのような整備を行うかを規定
（整備の目的や整備方針を定めるための計画）

２．予算上の制限は少ないが実施時期については不確定
（実施計画を策定し実施）

１．実施計画で具体性を詰めて実施
（企画部門の調整機能が重要）

２．自治体の財政状況等が強く影響
（一般財源の持ち出しを懸念）

④ 汎用性が高く、実施時点で選択可能な計画（３次元モデル）の作成
⑤ 他の自治体でも利用可能な情報通信環境整備計画モデルへ

タイムラグ

農業農村情報通信環境整備準備会 令和６年度 第３回セミナー講演資料 宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係 作成（R6.12.6） 33



これは全体最適の「お話し」

5-3 令和７年度 予算編成（宇佐市）②

34

聞いたことある・・・

情報通信環境整備については、整備手法により維持管理費が膨大となること
が想定されるため、他事業で利用している既存通信や今後予定される通信整
備等との統合により機能向上、経費削減が図られ事業効果が拡大するため
の取組を求められている。

「全体最適」をキーワードに
一方（現場）は推進
他方（企画・財政）は抑制

「全体最適」は自治体DX推進の機関部

そもそも「全体最適」の阻害要因は何？ 
＜自治体の個人＞
① 従順な人間性
② 前例踏襲を重視
③ 変化をリスクと捉える姿勢

相
互
に
再
醸
成

＜自治体の組織＞
① 現在の組織構造・体質
② 人員・予算の配分不良
③ 陳腐化した人材育成プログラム
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令和７年度の予算編成に向けての課題



5-4 まず取り組むべきもの

組織・体制の見直し

リソース管理

業務効率化

人材育成

このままではDXは進まない

まず取り組むべきは…

×
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5-5 宇佐市のDX推進

自治体DX推進
パッケージ

自治体DX

このままでは不味いことは、各担当業務の中で、多くの職員が気づいている。
しかし、何処から・何から手を付けてよいかわからない。

組織内のイノベーターが少ないため、役割分担（事務分掌）で押し付けても、
誰もやらない・やり方が分からない。

自治体の現状

1. 深刻なリソース不足
2. 縦割りで前例踏襲を重視し、努力が報われにくい組織体質
3. 団塊の世代の大量退職により１０年で急速に世代交代が加速
4. 職員の離職率が年々増加

分業から協働へ
（一緒にやる）

リソース管理
業務効率化
人材育成

目指すべき姿

予算・人材・人員
の適正配分

内政化
パッケージ化
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5-6 ここからは私の妄想…

DX推進リーダー育成PTで個人の行動変容を促し、
協働・改革の意識を生み出す。

個人 組織

ＤXに終わりはない。停滞せず変化し、新たな付加価
値（リソース等）を生み出し続ける必要がある。

リソース管理PTで現状把握、フロントヤード改革PTで課
題抽出・課題解決を組織的に進める。

① 個人（自治体職員）へのインセンティブの確保
② 一般財源に依存する構造からの脱却

〇 宇佐市からの委託業務（課題解決支援）
〇 研究対象としての宇佐市
〇 国・県の補助事業活用
〇 民間企業の協力・出資
〇 教育機関との学術連携
〇 「知見」の蓄積
〇 他自治体からの委託業務（課題解決支援）

自治体内ベンチャーの創設

地域計画「推進・管理」マニュアル
 情報通信環境整備計画（３次元モデル）
 自治体DX推進パッケージ

宇佐市をフィールドにした「課題解決」パッケージ
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令和６年１２月６日

宇佐市 経済部 農政課 国営事業営農対策係

宇佐市発展のため、
皆様のお力をお貸し下さいますよう、

よろしくお願いいたします。

国営事業と情報通信環境整備事業の組み合わせにより、
持続可能な農業・地域社会の礎を築く
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